
開催日：2011年5月17日（火）
会 場：八重洲富士屋ホテル けやきの間

2011年5月17日にアナリスト・機関投資家の方々を対象とした
「2011年3月期 決算説明会」を開催いたしました。
決算概要、業績予想、新第7次中期経営計画（ＳＴＥＰ1000）の
取組内容（事例）などを説明いたしました。
内容につきましては、次ページ以降に掲載しておりますのでご覧ください。

2011年3月期 決算説明会資料
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本資料取扱い上の注意点

・この資料には、当社の将来についての計画や戦略、

業績に関する予想見通しの記述が含まれています。

・これらの記述は、現時点における情報に基づき判断

したものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、

新たな技術の進展等により変動することがあり得ます。

・従いまして、実際の業績等が、記載の予想数値と異なる

可能性がありますことをご承知おき下さい。
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2011年3月期 決算概要
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2011年3月期 連結業績ハイライト

前年同期比で増収増益

過去最高の営業利益・経常利益
当期利益（4期ぶり更新）
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連結決算の概要について
（単位：百万円）

前 期 当 期 増減額 対前期増減率

売 上 高 55,386 85,283 +29,897 +54.0%

営 業 利 益 △285 2,781 +3,067 ―

経 常 利 益 △107 2,875 +2,982 ―

当期純利益 △409 1,694 +2,104 ―
1 株 当 た り
当 期 純 利 益 △31.97円 132.33円 +164.3円 ―

受 注 高 59,345 88,946 +29,600 +49.9%

受 注 残 高 11,248 14,911 +3,663 +32.6%
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主な増減要因

科目 対前期増減額 主な要因

売 上 高 +29,897 新第７次中期経営計画（STEP1000）の
重点施策である、成長市場への注力、
業務効率化による収益力の向上等の取
組みが効果を上げた営 業 利 益 +3,067

営業外費用 +177 為替差損計上に伴う増加

特 別 損 失 +18 投資有価証券評価損計上に伴う増加

当期 連結損益計算書増減要因 （単位：百万円）
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10/3月期営業利益

11/3月期営業利益

販管費増

利益率改善

総利益

総利益（+3,681）算出方法＝「当期売上高増加額」×「前期利益率」

連結営業損益分析

0

△285

+3,681
+366

2,781
△980

（単位：百万円）
売上高 29,897百万円増

0.43%増

3,067百万円の改善

4,000

2,000

営業利益率3.3％
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9,222
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■point

電機部門では、有機EL製造装置向けの真空ロボット等の販売が大幅に増加し、半導

体製造関連装置向けのサーボモータ、ロボットの販売及び電子部品実装機向けのリニ
アモータの販売も増加いたしました。

部門別の概要（連結） 【電機部門】

■売上構成比率

（単位：百万円）

■売上高（対前期増減率156.2%）
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40,225

54,790

59,400

部門別の概要（連結） 【電子部門】

■売上構成比率

■point

電子部門では、インバータ、ロボット、サーボモータ及び電子部品実装機向けの電源、
電子部品の販売が増加し、工作機械及びロボット用制御盤向けの産業用パソコンの販
売も増加いたしました。

（単位：百万円）
■売上高（対前期増減率36.2%）

64.3
%
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5,938
6,864

7,500

部門別の概要（連結） 【機械部門】

■売上構成比率

■point
機械部門では、依然として一般設備投資に慎重な動きがあり、液晶製造装置関連
向けの売上が伸び悩みましたが、有機EL製造向けの設備部品の販売が売上に
寄与しました。

（単位：百万円）

■売上高（対前期増減率15.6%）

8.0
%
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2011年3月期（連結） セグメント情報

■売上高

セグメント 売上高

日本 67,687

アジア 14,118

欧米 1,522

その他 1,955

合計 85,283

（単位：百万円）

79.7%

16.1%
2.2% 2.0%

日本

アジア

欧米

その他

■売上高構成比率

2011年3月期 第１四半期連結会計期間からセグメント区分を変更しております。
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ヨーロッパ

アメリカ

9% 4%

72%

15%
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欧州

中国

その他のアジア

海外現地法人売上高推移

・・・アメリカ

・・・ヨーロッパ

・・・上海、香港、深圳

・・・シンガポール、台湾、マレーシア、タイ

（単位：百万円）

その他の
アジア

北米

欧州

中 国

海外売上構成
（11／3月期）

11.6%         15.5%         18.1 %         19.7%         20.5 %       25.3%海外事業の
売上高比率
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■受注高 ■受注残高

前期 当期 増減額 対前期増減率

受注高 59,345 88,946 +29,600 +49.9%
受注残高 11,248 14,911 +3,663 +32.6%

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）
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（2011年3月期） 個別 業界別売上高・主要仕入先

17

得意先（業界）
売上高

構成比率

ＦＡ・産業機器 27.2%

半導体・液晶 17.0%

情報・通信 5.8%

アミューズメント 4.6%

自動車 3.4%

ロボット・マウンター 3.4%

社会インフラ 2.1%

工作機械 1.3%

医療機器 0.9%

環境・エネルギー 0.6%

セキュリティ 0.1%

その他 33.7%

仕入先

㈱安川電機

オムロン㈱

安川ブルックスオートメーション㈱

ＴＤＫラムダ㈱

ミネベア㈱

スタンレー電気㈱

ケル㈱

フエニツクス・コンタクト㈱

㈱フジクラ

㈱リコー

その他（約1,700社） 約50%
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連結キャッシュ・フロー

（単位：百万円）

前期 当期 主な要因

営業ＣＦ 954 45
増加要因：当期純利益

仕入債務の増加等

減少要因：売上債権の増加

たな卸資産の増加等

投資ＣＦ △65 △94 減少要因：投資有価証券の

取得等

財務ＣＦ 675 △985 減少要因：短期借入金の返済

配当金の支払等

現金及び現金同等物

期末残高 4,236 3,126 －－－
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配当金の推移（個別）

期 中間 期末 年間 配当性向

０７年３月期 １０円 １０円 ２０円 ２２．２％

０８年３月期 １０円 １０円 ２０円 ３１．７％

０９年３月期 １０円 １０円 ２０円 ―

１０年３月期 １０円 １０円 ２０円 ―

１１年３月期 １０円
１０円
（予定）

２０円
（予定）

２０．０％

１２年３月期
１０円
（予想）

１０円
（予想）

２０円
（予想）

１８．３％

※当社は、株主の皆様に対して安定した配当を継続するとともに、業績の進展状
況により増配や株式分割などを実施して行くことを基本方針としています。
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2012年3月期 業績予想
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2012年3月期 業績予想について（連結）

2011年3月期
実績

2012年3月期 業績予想
対前期（通期）

増減率
上期 下期 通期

売 上 高 85,283 45,800 48,400 94,200 10.5%

営業利益 2,781 1,500 1,700 3,200 15.0%

経常利益 2,875 1,580 1,720 3,300 14.8%

当期純利益 1,694 940 1,010 1,950 15.0%

2012年3月期の見通しにつきましては、東日本大震災の復興の見通しやこれに伴う国内経済に与

える影響など不透明な状況ですが、その一方で、インフラ整備などの復興に伴う公共投資の増加
や輸出の持ち直しなどにより、今後の我が国経済は、緩やかに回復するものと予想されます。

（単位：百万円）
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（補足）
・12/3期は業績予想数値です。
・緑色のグラフは新第7次中期経営計画（ STEP1000 ）の目標数値です。

連結業績の推移

74,000 86,000 1,500 2,400

850 1,350
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新第7次中期経営計画（STEP1000）重点施策の
取組（事例）について
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クリーンエネルギー分野
パワーコンディショナー（パワコン）とは

太陽光発電システムやエネファーム（家
庭用燃料電池）において太陽電池（モ
ジュール）などが発電した電気を家庭等
で利用できるように変換する機器のこと

（事例）
・公共施設（学校、医療施設 等）
・民間業務施設（事務所、店舗）
・産業施設（工場、事務所、倉庫）

【太陽光発電システム】

新第７次中期経営計画(STEP1000) 重点施策 取組



納入品：真空ロボット

液晶に替わるディスプレイ方式。
液晶と比較して、消費電力が少なく、美しい画像。
スマートフォン、携帯電話などに使われている。
徐々に製造コストが下がってきており、今後の普及が期待される。
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スマートフォン・携帯電話

有機EL製造装置

【有機ＥＬ】

クリーンエネルギー分野

新第７次中期経営計画(STEP1000) 重点施策 取組



【LED照明】

＜特徴＞
・省電力で高効率
・長寿命
・有害物質（水銀など）を含まない

写真提供
富士電機リテイルシステムズ㈱殿
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クリーンエネルギー分野 ショーケース用ＬＥＤ照明 自動販売機用照明

HOTケース用LED導光棒照明

スーパー・コンビニ棚下用LED導光棒照明

新第７次中期経営計画(STEP1000) 重点施策 取組



【省人・省力化】
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ロボット等省力化の分野

新規ロボット応用例
・リチウムイオン電池生産ライン（ロボット、コンベア）
・大手ゼネコン殿、安川電機殿、当社の３社で建築現場向けロボットの共同開発
・食品工場、おもちゃ工場、タイヤ工場など各種製造現場における自動化・省力化

新第７次中期経営計画(STEP1000) 重点施策 取組

食品工場の事例
コーヒー（パック）搬送設備

コンベア（三機工業）

ロボット（安川電機）

制御盤（サンワテスコム）



電動介護ベッド
写真提供：パラマウントベッド㈱殿

・放射線治療装置
・歯科用レントゲン
・歯科用ＣＴスキャン
・電動介護ベッド
・肺機能低下患者向け酸素濃縮装置
・人工透析機

など
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放射線治療装置
写真提供：三菱重工業㈱殿

歯科用レントゲン
写真提供：朝日レントゲン工業㈱殿

納入品：サーボモータ、電源、ノイズフィルタ、
コンデンサ、ハーネス 等

【介護・医療機器】

介護・医療の分野

新第７次中期経営計画(STEP1000) 重点施策 取組



成長市場をターゲットにした商談（個別）
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成長市場 商談金額

クリーンエネルギー分野 約 110億円

省力化分野 約 50億円

医療・介護分野 約 20億円

その他 約 10億円

合計 約 190億円

2011年2月現在

新第７次中期経営計画(STEP1000) 重点施策 取組
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その他の取組について
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株式会社グランドナイト製品
（総販売元：サンワテクノス株式会社）

これまでのアンバランスなノイズ対策を解消・世界初

グラウンドナイト®
（アースライン専用ノイズフィルタ）

その他の取組

本製品はアースとしての安全性とノイズ浄化作用を両立した、まったく新しいタイプのノイズフィルタです。

電子機器類の増加に伴って機器同士のアースラインから侵入してくるノイズによりシステムの誤動作、機器
の停止（チョコ停）、画像装置の乱れ等の問題を解決することを目的に開発されました。

【特長】

●電源ライン用ノイズフィルタのようなノイズを反射する構造ではなく、熱として昇華させることによりノイズを浄化する。

●アースラインの安全上の機能を確保しつつ、装置が正常に稼働している際にアースラインに流れる ノイズ電流を大幅に減衰させ
る。

●大掛かりな工事が必要なく短期間、低コストで、アースラインに流れるノイズ電流を大幅に減衰させ電気機器を正常に作動させる。

●日本、米国、ＥＵ、韓国、台湾にて特許取得済み。
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上海メカトロセンター （上海機電中心）

海外子会社の上海サンワテクノスでは、中国国内でのビ
ジネスの重要性が高まる中で、現地における技術サー
ビスの更なる向上のために2007年12月に上海メカトロ
センターを設置し、2010年11月には増床致しました。

中国ビジネスの発展による新たな営業拠点の開設も視
野に入れ、中国全土にメカトロニクス製品を拡販する強
固な技術支援部隊の構築を目指しております。

その他の取組
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以上のように、高い成長性・収益性・安定性を求め

て、経営に努力してまいりますので、今後も一層の
ご支援を賜りたくお願い申し上げます。


